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・構築状況に関するトピック：４つの新機能を追加！

・活用状況に関するトピック：生産者等グループでのデータ共有を開始！

・普及状況に関するトピック：現状の各種ユーザー数また来年度目標



構築状況に関するトピック：４つの新機能を追加！

今後のサワチの本格的普及に向け、多くのユーザーが使える機能を追加

新機能 ポイント

①営農気象情報 気象庁からのデータを活用しながら、営農に特化した気象情報を提供す
ることで他の気象サービスと差別化

②市況情報 生産者が気になる流通、販売に関する情報をWAGRIとの連携によりご
提供

③施肥目安 キラーコンテンツである出荷データを活用した、営農支援情報をご提供

④SAWACHIニュース 県や将来的にはJAの各部署からの情報を発信していく事で、生産者に
とって必要な情報が集約される➡サワチが日々の営農上、欠かせない
ツールとなる
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構築状況に関するトピック：４つの新機能を追加！

①営農気象情報

④SAWACHIニュース

②市況情報

③施肥目安

➡実際の画面を共有
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活用状況に関するトピック：生産者等グループでのデータ共有を開始！

申請書一式　資料1-2
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普及状況に関するトピック：　出荷データ、ハウス内環境データ等の収集、　SAWACHIの利用状況
・令和2年度末までに、IoPクラウド（SAWACHI）プロトタイプを構築し、約180戸の農家の協力のもと試行運用を開始（4月）
・JAと連携して、個々の農家から出荷データ提供同意書を収集（5月以降）　➡　同意書の収集数は、農家戸数単位で1,407戸、品目延べ数では1,465件
・環境データ等の提供同意農家、SAWACHI利用農家を募集（8月以降）
・データ駆動型農業を推進するため、環境測定データを収集するデータポイントをデータ駆動型農業推進協議会で43カ所を設置、また、春野胡瓜部会が独自で23カ所を設置
　　➡環境データ等の詳細データ収集数は271戸、SAWACHI利用農家は316戸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上、数値はいずれも令和4年2月10日時点）
・令和4年度目標数
　　➡出荷データ提供同意農家数：4,000戸、環境データ等詳細データ収集農家数：500戸、SAWACHI利用農家数：2,000戸
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出荷データ提供同意数（農振セ・普及所別） 出荷データ提供同意数（品目別）
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